
1

DSO参画機関が関係するイベント開催報告

No.132, 2022.3.31

【 日 時 】2022年2月10日（木） 13：30-15：00
【 場 所 】オンライン
【 講 師 】田中俊之（たなかとしゆき）氏

大正大学准教授

令和3年度 男女共同参画セミナー

男性学の視点から誰もが働きやすい職場を考える

■ 物質・材料研究機構 ■

＜編集・発行＞ ダイバーシティ・サポート・オフィス事務局
〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 国立研究開発法人物質・材料研究機構 人材部門人材開発室内
Tel：029-859-2555 Fax：029-859-2799 E-mail：kyodosankaku@nims.go.jp

物質・材料研究機構では、2月10日に男女共同
参画係セミナーを開催しました。
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、集
合型セミナーから、急遽完全オンラインの形式へ
変更しての開催となりましたが、当日の参加者は
100名（NIMS：94名、DSO参加機関：6名）と、非
常に多くの皆様にご参加いただきました。
男性学の第一人者としてご活躍の田中先生のお
話は、一見目新しさを感じないテーマ「働きやす
い職場を考える」からでは思いもよらないような
新しい視点や新鮮な学びにあふれ、またお話が非
常に面白かったこともあり、あっという間の90分
のセミナーとなりました。
開催後アンケートでは、回答者の8.5割が「セ
ミナー内容が有益であった」とするなど、高い評
価がなされました。

また、感想・意見の自由記述では、「男女共同参画は女性のためだけのものではない
と感じた」、「男女共同参画の議論は、異性愛者、既婚者、子供がいる夫婦などを前提
にしているものが多く、本当に困っている人が入っていないのは問題と感じた」などを
はじめ、「気づき・発見」が得られたという意見が多く寄せられました。

さらに「具体例をもっと知りたい」、「誰もが働きやすい職場にするため
の国の支援はあるのか」という記述もあり、「気づき・発見」から、「実際
に行動を起こしたい」とする意見もでており、大変有意義なセミナーになり
ました。
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DSO参画機関が関係するイベント開催報告

No.132, 2022.3.31

【 日 時 】2022年2月28日 13時15分～15時15分
【 場 所 】オンライン
【 講 師 】和氣 美枝 氏

一般社団法人介護離職防止対策促進機構 代表理事
株式会社ワーク&ケアバランス研究所 代表取締役

令和3年度ワークライフバランスセミナー

仕事と介護の両立セミナー ～準備編～

■ 農業・食品産業技術総合研究機構 ■

農研機構では、介護離職を避ける方法を学び、
仕事と介護を両立させるための考え方とヒントを
つかむことを目的としたセミナーを実施しました。

講師には、ご自身も現役の介護者であり、「介
護をしながら働くことが当たり前の社会」をつく
るための活動に最前線で取り組まれている和氣美
枝（わき みえ）先生をお招きし、介護者の心構え
や準備、社内支援制度とその使い方、遠距離介護
など、突然訪れる介護に対処できるよう介護の初
動に備えるための知識や情報をご提供いただきま
した。

当日は180名の参加があり、参加者アンケートで
は、「ケアラーズファーストという考え方が強く

心に残りました」「分かりやすくてパワフルな話
し方、聞いているだけで元気が出ました」「遠距
離介護を不安に思っていたけれど今日のセミナー
で今やるべきことが見えました」等、多数コメン
トが寄せられ、職員の介護への関心の高さが窺え
ました。セミナー実施後は、職員がいつでも視聴
できるようセミナー動画をイントラネット上にて
アーカイブ配信をしています。

＜編集・発行＞ ダイバーシティ・サポート・オフィス事務局
〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 国立研究開発法人物質・材料研究機構 人材部門人材開発室内
Tel：029-859-2555 Fax：029-859-2799 E-mail：kyodosankaku@nims.go.jp
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セミナー参加報告

【 日 時 】2022年2月14日（月）16:30～18:45
【 場 所 】オンライン開催（Zoom 使用）
【 主 催 】大阪市立大学、大阪教育大学、

和歌山大学、積水ハウス株式会社

2021年度ダイバーシティ研究環境実現・グローバルシンポジウム
ボーダーを越えて、女性研究者の未来を拓くPARTⅡ

■ 森林総合研究所より ■

このシンポジウムは文部科学省科学技術人材
育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現
イニシアティブ（牽引型）」の成果を報告する
とともに、ダイバーシティ推進を一層進展させ
るために海外の先進事例を学ぶことを目的にオ
ンラインで開催され、森林総研ダイバーシティ
推進室のメンバーも参加しました。計５件の成
果報告に加え、講演会ではドイツ・ベルリン自
由大学のVerena Blechinger-Talcott教授から
当地の大学における現状や事例などが紹介され
ました。さらに、パネルディスカッションでは
ジェンダー・ギャップを取り上げ、議論を通じ

て様々な情報交換の場となりました。詳細につ
いては森林総研ダイバーシティ推進室のウェブ
サイト（下記）をご覧ください。

＜編集・発行＞ ダイバーシティ・サポート・オフィス事務局
〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 国立研究開発法人物質・材料研究機構 人材部門人材開発室内
Tel：029-859-2555 Fax：029-859-2799 E-mail：kyodosankaku@nims.go.jp
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https://www.ffpri.affrc.go.jp/geneq/chishiki/outside_sympo_archives/sankahou

koku/2021sankahoukoku/220214ohsaka_cu_globalsymposium.html

事務局より

「DSO News Letter」の記事を募集してします！
宛先はこちら kyodosankaku@nims.go.jp（DSO事務局）です。

■ 「DSO News Letter」の記事募集中 ■

mailto:kyodosankaku@nims.go.jp
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【 日 時 】2月18日（金） 13：30-15：00
【開催方法】オンライン（Webexを使用）

■ 令和３年度第2回DSO懇話会 ■

＜編集・発行＞ ダイバーシティ・サポート・オフィス事務局
〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 国立研究開発法人物質・材料研究機構 人材部門人材開発室内
Tel：029-859-2555 Fax：029-859-2799 E-mail：kyodosankaku@nims.go.jp
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DSO活動報告

テーマ① 男性育児休業取得率向上への取組等について
テーマ② ダイバーシティ＆インクルージョンの所内意識醸成のための取組について
テーマ③ シニア層へのキャリア支援について                                         

              

       
                      

                           
                         

                       
                             

         
                          

                     
                       

                

                       
     

DSO令和3年度第2回懇話会が、2022年2月18日
（金）にWeb会議システムにより開催されまし
た。物質・材料研究機構の主催で実施され、前
掲の3つのテーマについて活発な情報・意見交
換をおこないました。司会進行・モデレーター
は物質・材料研究機構の磯部雅朗氏で、10機関
30名が参加しました。
テーマ①～③について、それぞれ関係研修や
周知などの事例、今後の課題等の報告がありま
した。
テーマ①については、休暇・休業の取得支援
制度に係るパンフレット作成や制度説明の研修
などの事例紹介がありました。
また、研究職の育休取得が直接研究業績に影
響することや、代替要員雇用制度における研究

職の代替要員の確保の困難さについての意見交
換もなされました。
今後の取り組み・課題としては、各種制度
（在宅勤務制度、裁量労働制、フレックスタイ
ム制度等）の充実、アンケート調査による組織
としての課題・ニーズの把握が挙げられました。
テーマ②についても、階層別アンコンシャスバイアス研修、理事長・理事参加のグ
ループディスカッション、英語アナウンス、女性活躍推進指標の可視化などの様々な事
例が挙げられました。
今後の取組み・課題としては、研修では継続的な実施と女性昇格候補者の参加率の増
加、制度周知の徹底などが挙げられました。

テーマ③についても、定年後の再雇用制度や、55歳役職定年制度、セカンドキャリ
ア・シニア層対象研修などの事例が挙げられました。
今後の取組み・課題として、定年退職年齢の引き上げに伴うニーズに沿った制度整備
やセミナー等の開催が挙げられました。
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出産・育児・介護 職員のアレコレ体験記

■ その４ 配偶者の出産と休暇取得 ■
私の職場には配偶者の出産に伴い男性職員が取得することができる特別休暇として、配
偶者の出産時の付き添い等に使用できる「配偶者出産休暇」と、産前産後に新生児や新生
児の兄姉の養育等に使用できる「育児参加休暇」が存在します。私は第一子の時に配偶者
出産休暇、第二子の時に配偶者出産休暇と育児参加休暇を取得しました。
今現在、コロナ禍の対応で産後の面会が原則禁止となる産院が増えており、今回第二子
の出産に際して、私や上の子は、妻と生まれた子と退院までの数日間会うことができませ
んでした。退院までの4日間、ふとママを思い出しては寂しがる上の子のためにも、そし
てまた出産の影響が体に色濃く残る中、頻回する授乳に寝不足になりながらも頑張る妻の
ためにも、これらの期間に家族の気持ちに寄り添い、子供との時間を大切にできる本休暇
制度は非常にありがたかったです。

出生時育児休業（通称：産後パパ育休）：子の出生後８週間以内に４週間まで取得
可能。2回の分割が取得可能であり、休業中の就業が可能（労使協定を締結してい
る場合のみ）。なお、育児休業は別途取得できる。

育児・介護休業法が改正され、
今年10月からは出生時育児休業取得が可能になります

参考）厚生労働省.育児・介護休業法について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000130583.html

〇R４．１０．０１～
「産後パパ育休（出生時育児休業）」

No.132, 2022.3.31

妊娠期間や産後は、病院への付き添いや配
偶者や子の体調変化により仕事を抜けなくて
はならないなど、同僚に負担をお願いする場
面がどうしても発生します。日頃よりコミュ
ニケーションを密に取り、協力、理解しても
らうことにより、家族の大切な時に休むこと
ができる。これから配偶者として出産を迎え

る人たちにとって、そのような休暇になるこ
とを願います。

（20代男性・子供2人のパパの体験談）
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